
口頭発表Ⅰ モビリティ ・ マネジメント行政の展望

 ID: O-01 ～ O-03

ポスター発表Ａ

 ID: PA-01 ～ PA-16

ポスター発表Ｂ

 ID: PB-17 ～ PB-31

オープニングセッション

 開会挨拶、 講演、 JCOMM 賞各賞授賞式

プレイベント

 詳細が決定しましたら、 HP でご案内いたします

レジストレーション

懇親会

ポスター発表 A ・ B 時間中、 平成 19 年度 JCOMM 賞受賞者の展示も同時に行います。

 ID: PC-32 ～ PC-47

ポスター発表 C、 ブースセッション

 ID: O-12 ～ O-14

 ID: O-15 ～ O-17

開場

クロージングセッション

口頭発表Ⅱ モビリティ ・ マネジメントとまちづくり

口頭発表Ⅲ モビリティ ・ マネジメントの大規模展開

口頭発表Ⅳ 職場モビリティ ・ マネジメント

口頭発表Ⅴ モビリティ ・ マネジメントの新しい展望

 ID: O-04 ～ O-07

 ID: O-08 ～ O-11

開場時間中、 平成 19 年度 JCOMM 賞受賞者の展示も同時に行います。

09:00-

10:00-12:00

13:00-14:50

15:00-16:00

16:00-17:00

17:00-18:00

18:30-

09:00-

9:20-10:40

10:50-12:10

13:10-14:10

14:20-15:20

15:30-16:30

16:30-16:45

● 1 日目 7 月 27 日 ( 金 ) ● 2 日目 7 月 28 日 ( 土 )

「かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト京都」

京都府

「大分市を中心とする地域における公共交通転換可能性調査
事業」

公共交通機関利用促進対策事業調査実施委員会　

（大分バス(株)・大分交通(株)・(社)大分県バス協会・大分県企画振興部総合交通

対策課・大分市都市計画課都市交通対策課・東京工業大学藤井聡・(株)ケーシー

エス九州支社）

「福岡における『かしこいクルマの使い方』を考えるプログラム
情報グッズ群」

小椎尾優（前国土交通省九州地方整備局福岡国道事務所計画課(現国土交通

省九州地方整備局道路部地域道路課)）、中村俊之・北村清州・須永大
介・牧村和彦（(財）計量計画研究所）

「wap (和歌山都市圏公共交通路線図)」

WCAN交通まちづくり分科会マップチーム

「健康歩行量TFPに向けた技術開発」
（受賞研究業績＝中井祥太・谷口守・松中亮治・森谷淳一：健康意識に基づく万歩計を用

いた歩行量TFPの実施効果分析，第一回日本モビリティ・マネジメント会議，2006，他)

中井祥太（前岡山大学大学院 (現福岡地所株式会社)）

　

■

■

■

■

■

　JCOMM実行委員会では、平成19年3月末までにご応募・ご推

薦をいただいた取り組み・研究の中から、平成19年度JCOMM賞

の各賞受賞者を選定いたしました。対象者には、第二回JCOMM

にて表彰を行います。

　JCOMM賞についての情報は、HPにも掲載しております。各賞の概要や詳細

等はHPをご覧下さい。 (http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/jcomm.html)

※ ポスター発表、口頭発表のIDは、JCOMMのHPをご参照ください。 (http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/jcomm.html)

　

七
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
に
札
幌
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
第

二
回
J
C
O
M
M
ま
で
、
あ
と
一
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
第
一
回
を
超
え
る
六
十
五
編

の
発
表
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
・
口
頭
発
表

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
の
上
、
M
M
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

第
二
回
J
C
O
M
M
参
加
申
し
込
み

の
締
切
が
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。
発
表
者

の
方
に
も
、
参
加
申
し
込
み
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
参
加
の
ご
登
録
を
頂
い
て
い
な
い

方
は
、
下
記
の
項
目
を
明
記
の
上
、
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

締
切　

二
〇
〇
七
年
七
月
六
日
（
金
）

①
氏
名
、
②
所
属
／
勤
務
先
、
③
連
絡

先
（
住
所
、
t
e
l

、
e
‐
m
a
i
l

）
を

明
記
の
上
、
事
務
局

                  

ま
で
。
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※ 福岡国道事務所で実施した居住者対象 MM にお
  ける実際の行動変容例を基にイメージ化したものです

ポスターセッションの様子

ECOMM での配布物：

左より、ルンド市内のバスマップ、観光案内、自転車道マップ、

鉄道駅から会場までのバス時刻表

ツアー後はルンド駅直結の

地下駐輪場に返却 (右写真 )

退職後、 無趣味だった夫が
ジムに通い始めた
一方、 私はカルチャースクール
新しい毎日が始まった

そんなある日…

夫は、 意外にも興味津々
二人でこんな話をしたこと
今まであったかしら…

また一つ、 新しい毎日に
これからはもっと
お互い人生楽しまなくちゃ、 ね

ＭＭ実施前

ＭＭの実施

“ココロに変化”

行動が変化

あなた、でも面白いことが
書いてあるわよ。これを機に
色々考えてみましょうよ

クルマは便利ですが、デメリッ
トもあります。かしこいクルマの
使い方を考えてみませんか？

今まで考えた
ことなかった
けれど、クル
マって環境に
悪いんだなぁ

そうだった
のか…

そうね。それにク
ルマの維持費って
案外と高いのョ

準備運動にもなる
し、これからは自転
車で行くか

私は友達と
バスで行くわ

私はずっと車で通勤
してきたんだ！
今更…

ＭＭ調査員

テクニカルツアーは市内自転車

めぐり (左写真 )

ﾜﾝｼｮｯﾄTFP 群

制御群

事前 事後 1年後 3年後

制御群

ワンショットTFP群

制御群を
基準とした割合

バスの利用頻度
の平均値（回/月）
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今
回
は
、
効
果
が
高
く
、
実
施
し
や

す
い
転
入
者
を
対
象
と
し
た
M
M
を
紹

介
す
る
。

　

M
M
は
、
適
切
に
行
え
ば
自
動
車
の

抑
制
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
が
期
待

で
き
る
政
策
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
転

入
者
を
対
象
と
し
た
M
M
は
、
対
象
者

の
情
報
取
得
意
志
が
高
い
た
め
効
果
が

大
き
い
。
図
は
、
二
〇
〇
一
年
に
大
阪

府
吹
田
市
役
所
の
転
入
届
け
の
受
付

窓
口
で
、
公
共
交
通
マ
ッ
プ
な
ど
を
配

布
し
た
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
T
F
P
の
バ
ス
利

用
促
進
効
果
を
示
し
て
い
る
。
制
御
群

は
月
間
の
バ
ス
利
用
頻
度
は
変
化
し
て
い

な
い
の
に
対
し
て
、
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
T
F
P

群
は
、
月
間
の
バ
ス
利
用
頻
度
が
八
〇

％
増
加
し
た
。
し
か
も
そ
の
効
果
は
三

年
後
も
継
続
し
て
い
た
。

　

転
入
者
M
M
を
実
施
す
る
際
、
市
町

村
の
役
所
の
い
ず
れ
か
の
部
署
で
M
M

に
活
用
で
き
る
地
図
が
す
で
に
作
ら
れ

て
い
れ
ば
、
転
入
届
の
窓
口
で
配
布
す

る
の
は
、
役
所
内
部
の
調
整
だ
け
で
す

む
。
さ
ら
に
、
環
境
面
や
健
康
面
な
ど

の
動
機
付
け
シ
ー
ト
と
セ
ッ
ト
で
配
布

す
る
と
よ
り
効
果
的
で
あ
る
。
平
成
十

九
年
度
現
在
、
龍
ケ
崎
市
で
は
こ
の
好

事
例
で
、
継
続
的
に
転
入
者
M
M
を
実

施
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
る
。
も
し
、

適
切
な
地
図
が
な
け
れ
ば
、
役
所
だ
け

で
は
な
く
交

通

事

業

者

や

地

域

N
P
O
な
ど
と
協
力
し
て
公
共
交
通
マ

ッ
プ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

を
作
成
し
、
継
続
的
に
窓
口
で
配
布
で

き
る
よ
う
に
、
協
力
体
制
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

い
ま
こ
の
瞬
間
に
も
、
公
共
交
通
の
情

報
を
必
要
と
し
て
い
る
転
入
者
が
窓
口

に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
好
機
を
逃
さ
ず
、

わ
か
り
や
す
い
情
報
を
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
行
う
転
入
者
M
M
が
、
多
く
の

自
治
体
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
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去
る
五
月
九
日
か
ら
十
一
日
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
市
に
て
第
十
一
回
欧
州

モ
ビ
リ
テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ル
ン
ド
市
は
デ
ン
マ
ー
ク

の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
よ
り
電
車
で
一
時
間
程

度
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
小
規
模
な
が
ら

大
学
を
中
心
と
し
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

　

会
議
に
は
欧
州
全
土
、
米
国
、
日
本
か

ら
約
三
百
人
が
参
加
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ス
ピ
ー
チ
、
シ
ナ
リ
オ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ

ン
チ
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
感
心
し

た
の
は
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
後
に
配
布

さ
れ
る
資
料
一
式
の
フ
ォ
ル
ダ
に
、
ル
ン
ド

市
の
公
共
交
通
マ
ッ
プ
、
自
転
車
道
マ
ッ

プ
、
観
光
案
内
、
鉄
道
駅
か
ら
会
場
の
ホ

テ
ル
ま
で
の
バ
ス
時
刻
表
が
入
っ
て
い
た
こ

と
で
す
。
こ
こ
で
も
来
訪
者
向
け
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

  

二
〇
〇
八
年
は
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
る

と
の
こ
と
。
道
路
課
金
「コ
ン
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
・

チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
」
導
入
と
い
う
構
造
的
方

略
に
組
み
合
わ
せ
て
、
大
規
模
な
心
理

的
方
略
「
個
人
対
象
ト
ラ
ベ
ル
プ
ラ
ン

（
T
F
P
）
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
で

す
。
こ
ち
ら
も
な
か
な
か
楽
し
み
で
す
。　


